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2 月 11 日(日)、第 18 期森の案内人養成講座の第 11 回「アニマルトラッキング＆冬芽観察」を、

受講生 17 名と事務局スタッフ 9 名の参加により、秋保大滝から新川へ抜ける中村林道を往復約 4km

歩くコースで実施しました。後半少し雨に見舞われましたが比較的暖かく、まずまずの散策日和で

した。 

9:30、秋保市民センターに集合。佐藤事務局長より「冬芽の観察が中心だが、葉っぱに邪魔され

ずに樹形を見るいい機会でもある。樹形にも注意を払って見て下さい」との講座の趣旨の説明があ

り、さっそく秋保大滝を正面に見る不動滝橋駐車場へ。到着後、事

務局準備のかんじきが各自に手渡され、佐藤事務局長と菅原、中沢

各事務局スタッフが各班のインストラクターとなる 3 班構成で出発

しました。かんじきは林道を少し入った地点で装着しましたが、皆

さん、思いのほかすんなりと装着できたようです。 

往復約 2 時間の散策でしたが、冬芽では、クズ、クサギ、ハリエ

ンジュ等、葉痕に特徴のあるものが印象に残りました。動物の行動

の跡としては、ヤマグワのそこかしこに猿の食痕が目立ちました。

表面の雪が融けたため足跡を見るには不適な条件でしたが、イノシ

シ、カモシカ、ウサギの足跡を確認できました。イノシシが集団で

移動した跡もあり、数が増えていることを実感しました。 

センターに戻って、スタッフ用意のトン汁の昼食後は、「秋保で

見られる動物とそれらの足跡の見分け方」について、動物の生態と

も関連付けての講義が有りました。その後は、事前に準備していた約 20 種の枝を机にならべ、こ

れは何の木でしょう？という復習テストの時間。午前中に見てきたはずですよとの励まし（？）を

受けて皆さんメモを見ながら頭をひねっていましたが、

さて正解率はどのぐらいだったでしょうか。 

最後に受講生から、「かんじきで歩くのは結構しんど

かった」「ルーペで細かな特徴を見たりして、面白さを

見つけた」「冬芽をいろいろなものに見立てる説明が楽

しかった」等の感想を頂き、講座としては最後になるフ

ィールドワークを締めくくりました。 

 

（文；事務局スタッフ 伊藤、写真；事務局スタッフ 船岡、伊藤） 

緑を守り育てる宮城県連絡会議 

事務局連絡先 ：仙台市青葉区一番町四丁目 1-3 

             仙台市市民活動サポートセンター内 (レターケース 45 番) 

URL  ：http://www.midori-miyagi.com/ 

携帯  ：080-1832-0956  会費：郵便振込番号：０２２６０－０－７８３９ 
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2 月 18 日(日)仙台市市民活動サポートセンターに、受講生 6 名と

事務局スタッフ 12 名が集合し、森の案内人ステップアップコース

の締め括りとなる自由課題発表と閉講式が行われました。自由課題

発表は、佐藤事務局長の司会進行で一人持ち時間 20 分です。受講

者の発表内容は①大竹豊さん：日本の間伐の歴史と重要性とバイオ

ームについて纏めた「間伐とバイオーム」②佐藤知久子さん：昭和

50 年に撮影した貴重な写真

と共に歴史、生活の様子、周

辺の植物等を紹介した「蔵王

かもしか温泉について」③山

口栄さん： 植物勉強の入り口

として生命力旺盛なツル性植

物を研究した「つる性植物へ

のプロローグ」④佐々木委子さん： 日本・宮城の和紙文化、特徴、

原料、作り方、現状の課題などわかり易く纏めた「里山の恵みと手

工芸～手漉き和紙を知る～」⑤降矢博文さん：現代の技術革新と自

然界のスピードを比較しながら現状の問題を提起した「森林をごっ

た煮ふうに考える」⑥平間壽範さん：受粉から松ぼっくりに成熟す

る様子や特徴を纏めた「クロマツ・球果について」。以上 6 名みな

さん其々に興味深い内容に、発表後の質問やディスカッションで盛

り上がりました。16 時半からは閉講式です。佐藤事務局長から発表

の講評があり「2 年間本当にお疲れ様でした。これまで大変だった

と思いますが、講座や

課題を通して自分なり

に調べて自分なりに味

付けし纏めることで、

達成感が得られる。こ

れからも森の案内人目

指して頑張って下さ

い」と餞の言葉がありました。終了後、事務局スタッフとの懇親会

で交流を大いに深めました。 

17 期森の案内人ステップアップコースの皆さん、本当におめでとう

ございました!(写真左上から大竹氏～平間氏までの発表の様子) 

（写真右上修了書授与の様子、写真右下閉講式記念写真） 

（文；事務局スタッフ 及川、写真；事務局スタッフ 船岡） 
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（昆虫の世界 No. 166） 

キンウワバ亜科の蛾のなかま 

 

 前回はキクキンウワバ、ギンスジギンウワバ、イネギンウワバのキンウワバ亜科 3 種について紹

介した。前回に引き続き今回もキンウワバの亜科の蛾の仲間について紹介したいと思う。 

 前回紹介した 3 種を漢字で書き表すと菊金上羽( 上翅) 、銀筋銀上羽( 上翅) 、稲銀上羽( 上翅) とで

も書くことになると思う。キンウワバの亜科はヤガ科の中の蛾の仲間である。ヤガ科の多くの種は、

一般に前翅( 上翅) が木肌の模様など保護色になっていて、静止する際は体や後翅がこの保護色の前

翅に覆われて木肌に紛れてしまう形になっている。こんな多くの仲間と違った、いわば前翅が目立

つような感じの模様になっているのが、キンウワバ亜科の特徴であるようだ。それだけキンウワバ

亜科の蛾は捕食される確率が高くなっていると思わざるを得ないのだが、どうなのだろう。そもそ

も昆虫たちの翅の模様には、なぜこんな模様取り入れたのだろう、と思わざるを得ないような模様

を持つものが多いのが現実である。 

 今回はコヒサゴキンウワバとタマナギンウワバについて紹介する。今回紹介するコヒサゴキンウ

ワバは前回紹介したキクキンウワバ同様、前翅に金箔を張ったような感じの種である。コヒサゴキ

ンウワバも漢字で書くと小瓢金上羽と言うことになる。コヒサゴキンウワバは他にオオヒサゴキン

ウワバという種があり、これに対応してつけられた名であるようだ。 

 コヒサゴキンウワバはやや小型のキンウワバである。北海道、本州、四国、九州に生息する。国

外では旧北区広域分布種といわれ、ロシア南東部からヨーロッパまで分布するという。成虫は年 2

化で、県内では 5 月下旬から 10 月上旬までの記録があり、記録はあまり多いとはいえないが県内

に広く分布している。幼虫はオオイタドリ( タデ科) 、ナギナタコウジュ、ナミキソウ( シソ科) 、イ

ラクサ( イラクサ科) など多種の植物を餌としているようである。 

 タマナギンウワバは国内では北海道、本州、四国、九州と小笠原諸島に分布、国外では朝鮮半島、

中国、ロシア北東部、モンゴル、ヒマラヤ山脈周辺、インド、パキスタン、アフガニスタンまで分

布すると言う。この種は暖地では通年見られると言われているが県内では、5 月下旬から 10 月中旬

まで記録があり、低地から高地にかけてかなり広く生息している。幼虫期の餌植物はキャベツやハ

クサイ( アブラナ科) 、ハクサンアザミ、チシャ( キク科) 、タケニグサ( ケシ科) 、ダイズ( マメ科) な

ど多種の植物を餌としているが、種名のタマナはキャベツ( 玉菜) を幼虫期の餌にしていることに由

来する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

        ・コヒサゴキンウワバ           ・タマナギンウワバ 

 

( 宮城昆虫地理研究会・高橋雄一)  
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しぜんノート 様々な自然の営みを綴ります                   №231 

今年の冬は寒い 

今年の冬は寒さが続いています。それでは例年に比較して

どれくらい寒いのか、大崎市古川を例に調べてみました。 

左の表は気象庁が観測している気象情報データを基に作成し

たものです。寒さを比較する目安として、一日の最低気温が－1

0度以下になった日と最高気温が 0 度以下( 真冬日) の日数が冬季

間（12 月から 2 月末まで）に何日あるかを年ごとに拾ってみま

した。 

その結果、明らかに波があり、約 6 年間隔で寒波がやってき

ていることが明らかになりました。 

しかし、この表にはありませんが 1993 年の冬は暖冬で、こ

れには当てはまりませんでした。ただ、この年は記録的な冷夏

で農作物が大被害を受けました。 

 

2018,2,24 大友良三 
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 1 月 28 日( 日) 午後 12 時 30 分～午後 16 時、秋保温泉ホテルク

レセントにて、「第 3 回秋保地区地域活動のつどい」が、秋保地

区地域活動のつどい連絡会議と仙台市の主催で、36 活動団体他、

約 100 名が参加して開催されまし

た。当会から佐藤事務局長を始め

4 名が参加しました。会場内には

活動団体の PR 用ブースが設置され、当会も活動写真パネル、樹

木標本木、珍しい植物の種子サンプルを展示し、多くの参加者が

関心を寄せていました。そして当会が作成した「二口渓谷三方倉

山植物マップ」の無料配布にも喜んで頂けました。又、第一部の地域活動団体からの報告では、佐

藤事務局長が、当会の森の案内人養成講座、里山の保全活動、鷹ノ巣山の登山ルート整備状況等の

活動を報告して、当会のアピールを図りました。第二部の情報交換・交流フリータイムでは、第 19

期森の案内人養成講座の PR を図りました。会場内は、終了間際まで活発な情報交換の場と化して

終了しました。(写真左当会コーナー光景、写真右佐藤事務局長活動発表光景)   

                  （文；事務局スタッフ山本 写真；事務局スタッフ 太田) 

冬季
12月～2月

,-10度以
下の日数

真冬日
の日数

1999年冬 0日 5日

2000年冬 2日 2日

2001年冬 9日 23日

2002年冬 1日 3日

2003年冬 2日 7日

2004年冬 2日 2日

2005年冬 6日 7日

2006年冬 6日 14日

2007年冬 0日 0日

2008年冬 3日 3日

2009年冬 1日 0日

2010年冬 1日 7日

2011年冬 4日 9日

2012年冬 15日 17日

2013年冬 5日 12日

2014年冬 4日 6日

2015年冬 1日 3日

2016年冬 0日 0日

2017年冬 1日 7日

2018年冬 8日 10日

大友作成

大崎市古川の冬季寒さ比較

気象庁HP過去の気象データより

 



5 

 

畑の雑草 No.80 

（アカバナ科） 

坪沼の小作人 菅原 博志 

 河原、海辺、荒地などに広く野生化している。茎に毛が有り赤みを帯び、高さ 0,8～1.51ｍにも

なる。葉は卵形で広く先は鋭く、ふちには波状の浅い鋸歯がある。花は黄色で大きく葉腋に１個ず

つ付き、夕方から咲き始め朝になるとしぼむ。花弁は４個で幅が広い。 

 

 

 

 

 

オオマツヨイグサ        大きく枝分かれする       花 

                           

Ы˲˘ ԝ 

 3 月 24 日（土）仙台市の植樹会が開催されます。仙台市では、東日本大震災により甚大な被害を

受けた東部海岸地域のみどりの再生に取り組んでいます。その一環として、仙台市若林区荒浜字南

官林地区で植樹会を開催します。当日は、クロマツ、ヤマザクラ等の苗木 3,450 本を植える予定で

す。30 年後の未来のために、みどりの再生活動に参加しませんか。皆様の参加をお待ちしています。 

 

ὺ日 時 3 月 24 日（土）10:00～12:00（雨天決行・荒天中止） 

ὺ会 場 海岸防災林 荒浜字南官林地区（若林区荒浜字南官林地内） 

ὺ交通手段『植樹会場には駐車場がありませんので、シャトルバスの利用になります。』 

交通手段 集合場所 集合時間 バス発車時間 所要時間 

お車利用の場合 海岸公園( 荒浜地区)  

センターハウス駐車場 

9 時 20 分 9 時 30 分 約 10 分 

地下鉄利用の場合 地下鉄東西線荒井駅 北 1 出口 9 時 00 分 9 時 10 分 約 20 分 

ὺ持ち物 防寒衣、汚れてもよい服装、靴、軍手、タオル、飲み物、雨具、ウエットティシュ等 

ὺ事務局・問い合わせ先 

 〒980-8671 仙台市 建設局 百年の杜推進課 ἤ022-214-8389   FAX 022-216-0637 

                           

 

˹₴ ẉ  
 

今年は例年より寒さが厳しかったようで、氷柱の大きさで

農作物の豊凶を占う神事は押し並べて「豊作」と出たようで

す。60 年前小学校の冬休みノートに「タロヒ」の表題があっ

たことを突然思い出しました。タロヒは「垂れる氷」が転訛

したものと思われます。  （文・写真；佐藤事務局長） 
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 辺り一面雪景色ですが、日だまりにはフクジュソウ（キ

ンポウゲ科）が咲き始めました。黄色い花弁が太陽の光を

浴びてパラボラアンテナのようです。花は太陽の光が当た

っているときだけ開きます。 

 3 月 6 日は啓蟄、21 日は春分の日と、暦の上では春は一

直線に近づいてきます。 

（文・写真；佐藤事務局長） 
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3 月  1 日（木）    ニュースの発行                 広瀬市民センター 

2 日（金）   仙台ふるさとの杜再生プロジェクト連絡会     荒浜センターハウス 

4 日（日）    冬の山を見る会（戸神山 504m）        仙台市太白区秋保町 

11 日（日）   第 18 期森の案内人養成講座閉講式      仙台市サポートセンター 

13 日（火）   海岸林再生ワークショップ（現地視察）     仙台市若林区荒浜他 

14 日（水）     〃    （研修：講話、分科会）     ガーデンシティー仙台 

14 日（水）   林業部会（間伐）               秋保町平和と創造の森 

15 日（木）   事務局会議（9:00～12:00）           広瀬市民センター 

18 日（日）   上愛子小学校「ゆうゆうの森」整備作業     仙台市立上愛子小学校 

20 日（火）   仙台市立秋保小学校卒業式           仙台市市立秋保小学校 

24 日（土）   仙台市民植樹会                仙台市若林区荒浜地区 

                              

 

ῇ ό  
 

渡辺英夫・あやさんご夫妻からの 3 月のカレンダーはウリ

カエデ（ムクロジ科）です。山元町の深山など仙南地方の早

春の里山に彩りを添える植物の一つです。雌雄異株で淡黄色

に垂れ下がっているのが花序で（雌花か雄花はわからない）、

紅色に見えるのは冬芽の内側の芽鱗が伸びた鱗片葉です。葉

は普通切れ込みがないが、3 裂や 5 裂するものもあり、樹皮

は緑色に黒い筋が入る。語源は「マクワウリ」の果皮に似て

いることから。 

4 月はどんな植物が登場するのでしょうか？ 大変楽しみ

ですネ！              

（文；佐藤事務局長） 
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      ǛӲҘǉȑǓǯǍǛǝǋȅǞǦ!!   

 2 月 14 日(水) 、受講生、事務局スタッフ 9 名が、残雪を踏みイノシシ防止柵を脚立足場で乗り

超え、「平和と創造の森」での本年度交付金事業最終の間伐丸

太を林外に搬出する作業を実施しました。この日の作業は、「平

和と創造の森」の雪に埋もれた間伐丸太を掘り起こし、運び出

しやすい大きさに玉切り、トビやロープを使用して積雪面を利

用してイノシシ柵まで引き出し仮置きします。更に小口玉切り

し、イノシシ柵の一部を開口して、車の積載場所まで人力で運

搬し約１トンを移動させる作業でした。間伐丸太を利活用して、

ペレット材に試験加工するための初めて試みでした。同交付金

事業は、予算の関係で 2017 年 10 月からの実施でしたが、本年

度までに、曲がった木、二又の木、肥大木、育成不良小径木等

を優先に、平均 3ｍ間隔以

上になるよう間伐を実施し、

太陽光が少し注ぎ込む林間になってきました。次年度以降は

間伐材をペレット材に利活用する方向で、林内から枝条も併

せて搬出して林内を整理し、更なる間伐の実施を計画してい

きます。引き続き林業技術の向上を目指し、地域環境保全、

森林機能強化、森林資源についての教育・研修を実施して参

りますので御協力お願いします。 

今回の森林・山村多目的機能発揮対策事業は、「平和と創

造の森」並びに「二口学習の森」での地域環境保全タイプ(里

山保全)に計 6 日（延べ 57 名、302 時間×人）、並びに「二

口学習の森」及び「平和と創造の森」での教育・研修活動タ

イプの 4 講座に計 6 日（延 31 名、180 時間×人）の参加協

力を得て実

施させて頂

きました。この状況を 3 月 2 日「実施状況報告

書」にまとめ宮城県森林・山村多面的機能発揮

対策地域協議会に提出いたしました。本事業が

無事故で終了出来ましたことに心から感謝申し

上げます。参加協力頂いた皆さん御協力ありが

とうございました。(写真右上間伐材光景雪掻き

光景、左上間伐材引き出し光景、写真左下搬出

間伐材集積光景、写真右下集合写真) 

(文・写真；事務局スタッフ 山本 ) 


